
(57)【要約】

【課題】潤滑不良を防止し、すべり軸受の焼付けを防止

しうるすべり軸受の潤滑監視装置を提供する。

【解決手段】油溝10d が形成された軸受メタル１０と、

軸受メタル１０を保持する軸受支持部Ｓと、油溝10d に

通ずるように軸受支持部Ｓ内に形成された潤滑油供給路

２０に、潤滑油の供給を許容し、排出を阻止逆止弁２５

と潤滑油供給路２０内の圧力を検出する潤滑油圧力セン

サ４１と潤滑油圧力をモニタする圧力モニタ４３を設け

た。逆止弁２５が負荷時における油溝10d からの潤滑油

の排出を阻止するので、潤滑油圧力に基づき軸受メタル

１０内面の油膜の状態を正確に判断できる。そして、荷

重センサ４２の検出値で負荷タイミングが判断でき、負

荷時点の潤滑油圧力を圧力モニタ４３で把握できるため

、モニタ結果によって、潤滑油供給等の対応が事前にと

れ、すべり軸受の焼付け防止効果が高くなる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 油 溝 が 形 成 さ れ た 軸 受 メ タ ル と 、 該 軸 受 メ タ ル を 保 持 す る 軸 受 支 持 部 と か ら な る す べ り
軸 受 に お い て 、
前 記 油 溝 に 通 ず る よ う に 前 記 軸 受 支 持 部 内 に 形 成 さ れ た 潤 滑 油 供 給 路 に 、 潤 滑 油 の 供 給 を
許 容 し 、 排 出 を 阻 止 す る よ う に 逆 止 弁 を 取 付 け 、
前 記 油 溝 と 前 記 逆 止 弁 と の 間 の 潤 滑 油 圧 力 を 検 出 す る 潤 滑 油 圧 力 セ ン サ を 設 け た
こ と を 特 徴 と す る す べ り 軸 受 の 潤 滑 監 視 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 潤 滑 油 圧 力 セ ン サ の 検 出 値 を 取 込 み 、 潤 滑 油 圧 力 を 監 視 す る 圧 力 モ ニ タ を 設 け た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の す べ り 軸 受 の 潤 滑 監 視 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 す べ り 軸 受 へ の 加 圧 タ イ ミ ン グ を 検 出 す る 荷 重 セ ン サ を 設 け 、 該 荷 重 セ ン サ の 検 出
を 前 記 圧 力 モ ニ タ に 取 込 む よ う に し た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の す べ り 軸 受 の 潤 滑 監 視 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 す べ り 軸 受 の 潤 滑 監 視 装 置 に 関 す る 。 さ ら に 詳 し く は 、 す べ り 軸 受 の 潤 滑 状
態 を モ ニ タ し 焼 付 け 防 止 に 利 用 で き る す べ り 軸 受 の 潤 滑 監 視 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ク ラ ン ク プ レ ス の 機 械 的 構 造 は 、 図 ４ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、 ク ラ ウ ン １ 、 フ レ ー ム
２ 、 ベ ッ ド ３ 、 ス ラ イ ド ４ か ら な る 。 ベ ッ ド ３ の 上 に は ボ ル ス タ ー と 呼 ば れ る 台 が 置 か れ
、 下 型 Ｍ １ は こ れ に 固 定 さ れ 、 上 型 Ｍ ２ は ス ラ イ ド ４ の 下 面 に 固 定 さ れ て い る 。
　 モ ー タ か ら の エ ネ ル ギ ー は フ ラ イ ホ イ ー ル ５ の 回 転 運 動 エ ネ ル ギ ー と し て 蓄 積 さ れ 、 鍛
造 に 必 要 な エ ネ ル ギ ー は ク ラ ッ チ ６ 、 ク ラ ン ク 軸 ７ 、 コ ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ド ８ を 経 て ス ラ
イ ド ４ に 伝 え ら れ 、 上 型 が 下 型 上 の 素 材 を 圧 延 す る （ 非 特 許 文 献 １ ） 。
　 上 記 の ク ラ ン ク 軸 ７ 、 コ ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ド ８ 、 リ ス ト ピ ン ９ 等 の 軸 受 に は 軸 受 メ タ ル
１ ０ を 要 素 と す る す べ り 軸 受 が 使 わ れ て お り 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ポ ン プ 101 か ら 送 り 出
さ れ る 油 や グ リ ス を 用 い 、 分 配 弁 102 か ら の 配 管 103 に よ っ て 、 す べ り 軸 受 Ｐ Ｂ の 軸 受 メ
タ ル １ ０ の 内 面 に 給 油 を 行 っ て い る （ 非 特 許 文 献 ２ 、 ３ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 ク ラ ン ク プ レ ス は 加 圧 動 作 の た び に 、 す べ り 軸 受 Ｐ Ｂ に 負 荷 が か か る が 、 こ
の と き 潤 滑 油 が 圧 縮 さ れ 配 管 103 内 の 圧 力 が 上 昇 す る 。 こ の 上 昇 圧 力 に よ る 、 作 動 不 良 の
防 止 や 分 配 弁 102 の 保 護 の た め に 、 そ の 配 管 に 、 チ ェ ッ ク 弁 104 や リ リ ー フ 弁 105 が 設 置
さ れ て い る 。
　 上 記 の リ リ ー フ 弁 105 で 負 荷 時 に 昇 圧 し た 油 を リ リ ー フ さ せ る こ と は 、 配 管 系 の 保 護 と
し て は 有 効 で あ る が 、 す べ り 軸 受 Ｐ Ｂ か ら は 潤 滑 油 が 逃 げ る の で 、 潤 滑 不 良 が 生 じ や す く
な る 。 な お 、 温 度 セ ン サ で 軸 受 メ タ ル １ ０ ま わ り の 温 度 を 検 出 し 、 温 度 上 昇 に よ っ て 潤 滑
不 良 を 知 る こ と が で き る が 、 温 度 上 昇 時 に は 既 に 潤 滑 不 良 が 進 行 し て い る 状 態 な の で 、 焼
付 け 防 止 を 根 本 的 に 解 決 す る こ と は で き な い 。
　 そ し て 、 潤 滑 不 良 に よ っ て 鍛 造 プ レ ス の す べ り 軸 受 が 焼 付 く と 、 復 旧 に 多 大 な 時 間 と 費
用 を 要 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 「 鍛 造 」 ３ ２ ４ ～ ３ ２ ５ 頁 １ ９ ９ ５ 年 ８ 月 ３ ０ 日 初 版 発 行 　 （ 社 ） 日 本
塑 性 加 工 学 会 編 　 （ 株 ） コ ロ ナ 社 刊
【 非 特 許 文 献 ２ 】 「 プ レ ス 加 工 便 覧 」 ７ ５ ～ ７ ６ 頁 　 昭 和 ５ ０ 年 １ ０ 月 ２ ５ 日 発 行 　 （ 社
） 日 本 塑 性 加 工 学 会 編 　 丸 善 株 式 会 社
【 非 特 許 文 献 ３ 】 「 知 り た い プ レ ス 機 械 　 改 訂 版 」 ７ ３ ～ ７ ４ 頁 　 ２ ０ ０ １ 年 １ ０ 月 １ 日
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２ 版 発 行 　 ア イ ダ ・ プ レ ス 研 究 会 著 　 （ 株 ） ジ ャ パ ン マ シ ニ ス ト 社
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み 、 潤 滑 不 良 を 防 止 し 、 す べ り 軸 受 の 焼 付 け を 防 止 し う る 潤 滑 監
視 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 １ 発 明 の す べ り 軸 受 の 潤 滑 監 視 装 置 は 、 油 溝 が 形 成 さ れ た 軸 受 メ タ ル と 、 該 軸 受 メ タ
ル を 保 持 す る 軸 受 支 持 部 と か ら な る す べ り 軸 受 に お い て 、 前 記 油 溝 に 通 ず る よ う に 前 記 軸
受 支 持 部 内 に 形 成 さ れ た 潤 滑 油 供 給 路 に 、 潤 滑 油 の 供 給 を 許 容 し 、 排 出 を 阻 止 す る よ う に
逆 止 弁 を 取 付 け 、 前 記 油 溝 と 前 記 逆 止 弁 と の 間 の 潤 滑 油 圧 力 を 検 出 す る 潤 滑 油 圧 力 セ ン サ
を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
　 第 ２ 発 明 の す べ り 軸 受 の 潤 滑 監 視 装 置 は 、 第 １ 発 明 に お い て 、 前 記 潤 滑 油 圧 力 セ ン サ の
検 出 値 を 取 込 み 、 潤 滑 油 圧 力 を 監 視 す る 圧 力 モ ニ タ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
　 第 ３ 発 明 の す べ り 軸 受 の 潤 滑 監 視 装 置 は 、 第 ２ 発 明 に お い て 、 前 記 す べ り 軸 受 へ の 加 圧
タ イ ミ ン グ を 検 出 す る 荷 重 セ ン サ を 設 け 、 該 荷 重 セ ン サ の 検 出 を 前 記 圧 力 モ ニ タ に 取 込 む
よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 １ 発 明 に よ れ ば 、 軸 受 支 持 部 内 に お け る 潤 滑 油 供 給 路 に 逆 止 弁 を 取 付 け る こ と で 、 負
荷 時 に お け る 、 軸 受 メ タ ル 内 面 か ら の 潤 滑 油 の 排 出 を 阻 止 で き る 。 こ の た め 、 潤 滑 油 供 給
路 内 の 圧 力 に 基 づ い て 軸 受 メ タ ル 内 面 の 油 膜 の 状 態 を 正 確 に 判 断 で き る 。
　 第 ２ 発 明 に よ れ ば 、 負 荷 時 点 に お け る す べ り 軸 受 内 の 潤 滑 油 圧 力 を 潤 滑 油 圧 力 セ ン サ で
検 出 で き る の で 、 負 荷 時 点 の 潤 滑 状 態 を 圧 力 モ ニ タ で 常 時 把 握 で き る 。 こ の た め 、 モ ニ タ
結 果 に よ っ て 、 潤 滑 油 供 給 等 の 対 応 が 事 前 に と れ る の で 、 す べ り 軸 受 の 焼 付 け 防 止 効 果 が
高 く な る 。
　 第 ３ 発 明 に よ れ ば 、 荷 重 セ ン サ の 検 出 値 で 負 荷 タ イ ミ ン グ が 判 断 で き る の で 、 潤 滑 油 圧
力 セ ン サ の 検 出 結 果 を 正 確 に 評 価 す る こ と が で き 、 モ ニ タ 精 度 が 高 く な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 つ ぎ に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る す べ り 軸 受 の 潤 滑 監 視 装 置 の 概 略 説 明 図 で あ る 。 図 ２
は 同 実 施 形 態 に お け る す べ り 軸 受 構 造 を 示 し 、 （ Ａ ） 図 は 斜 視 図 、 （ Ｂ ） 図 は 断 面 図 で あ
る 。 図 ３ は （ Ａ ） 図 は 潤 滑 正 常 時 の 潤 滑 油 圧 力 波 形 図 、 （ Ｂ ） 図 は 潤 滑 不 良 時 の 潤 滑 油 圧
力 波 形 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま ず 、 図 ２ に 基 づ き 、 す べ り 軸 受 Ｐ Ｂ ま わ り の 構 造 を 説 明 し て お く 。
　 １ ０ は 軸 受 メ タ ル で 、 Ｓ は 軸 受 支 持 部 で あ る 。 軸 受 メ タ ル １ ０ は 、 青 銅 や ホ ワ イ ト メ タ
ル な ど を 素 材 と す る 円 筒 状 の 公 知 の 軸 受 部 材 で あ り 、 負 荷 側 の す べ り 面 10aに は 、 任 意 の
形 状 の 油 溝 10dが 形 成 さ れ 、 か つ 油 溝 10dに 通 ず る 油 孔 10hも 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 示
し て い な い が 、 軸 受 メ タ ル １ ０ は 、 一 体 型 、 ま た は 交 換 を 容 易 に す る た め の ２ つ 割 な い し
４ つ 割 の も の が 用 い ら れ 、 割 り 型 メ タ ル の 割 り 方 の 形 状 は 任 意 で あ る 。
　 軸 受 支 持 部 Ｓ は 、 軸 受 メ タ ル １ ０ を 支 持 す る 部 材 で あ り 、 軸 受 の 適 用 個 所 に 応 じ て 任 意
の 形 状 、 構 造 の も の を 用 い れ ば よ い 。 例 え ば 、 ク ラ ン ク プ レ ス の リ ス ト ピ ン ９ や ク ラ ン ク
軸 ７ の 場 合 は コ ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ド ８ が 、 軸 受 支 持 部 Ｓ に 該 当 す る 。 な お 、 想 像 線 で 示 し
た Ｊ は 、 リ ス ト ピ ン ９ や ク ラ ン ク 軸 ７ な ど の 軸 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 軸 受 支 持 部 Ｓ の 内 部 に は 、 潤 滑 油 供 給 路 ２ ０ が 形 成 さ れ る 。 図 示 の 潤 滑 油 供 給 路 ２
０ は 、 縦 孔 ２ １ と 横 孔 ２ ２ と か ら な る が 、 こ れ に 限 ら ず １ 本 で も よ く 、 孔 の 向 き も 任 意 で

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-105372 A 2006.4.20



よ い 。
　 前 記 潤 滑 油 供 給 路 ２ ０ 内 に は 、 逆 止 弁 ２ ５ が 取 付 け ら れ る 。 逆 止 弁 ２ ５ 自 体 の 形 状 や 構
造 は 任 意 で よ く 、 公 知 の も の を 適 用 個 所 の 寸 法 や 形 状 に 合 わ せ 選 択 し て 用 い れ ば よ い 。
　 図 示 の 逆 止 弁 ２ ５ は 、 弁 ケ ー ス ２ ６ 内 の 弁 座 に 弁 体 ２ ７ を ス プ リ ン グ ２ ８ で 付 勢 し て 当
接 さ せ た も の で あ る 。 逆 止 弁 ２ ５ の 挿 入 方 向 は 、 潤 滑 油 の 供 給 は 許 容 す る が 、 排 出 は 阻 止
す る 方 向 で あ れ ば よ い 。 な お 、 逆 止 弁 ２ ５ の 取 付 位 置 は 、 軸 受 メ タ ル １ ０ の 油 溝 10dに 近
け れ ば 近 い 程 よ い も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 実 施 形 態 に お い て 、 す べ り 軸 受 Ｐ Ｂ に 負 荷 が か か っ て も 、 軸 受 メ タ ル １ ０ 内 面 の 潤
滑 油 は 逆 止 弁 ２ ５ に よ っ て 封 止 さ れ て い る の で 、 後 述 す る 供 給 管 ３ ３ 側 へ 逃 げ る こ と は な
い 。 軸 受 メ タ ル １ ０ の 両 端 部 か ら 外 部 へ 潤 滑 油 が に じ み 出 る こ と は あ る が 、 そ れ は わ ず か
で あ る か ら 、 逆 止 弁 ２ ５ と 油 溝 10d の 間 の 潤 滑 油 圧 力 を 検 出 す る こ と で 正 確 な 潤 滑 状 態 を
把 握 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 つ ぎ に 、 図 １ に 基 づ き 潤 滑 監 視 装 置 を 説 明 す る 。
　 す べ り 軸 受 Ｐ Ｂ の 潤 滑 油 供 給 シ ス テ ム と し て 、 ポ ン プ ３ １ 、 分 配 弁 ３ ２ 、 供 給 管 ３ ３ が
設 け ら れ て い る 。 供 給 管 ３ ３ は 、 軸 受 支 持 部 Ｓ 内 に 設 け た 逆 止 弁 ２ ５ の 入 側 に 接 続 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 潤 滑 監 視 装 置 と し て 、 つ ぎ の 構 成 が 設 け ら れ て い る 。
　 前 記 軸 受 支 持 部 Ｓ 内 の 潤 滑 油 供 給 路 ２ ０ に は 、 油 溝 10d と 逆 止 弁 ２ ５ と の 間 に お い て 油
圧 力 を 検 出 す る 潤 滑 油 圧 力 セ ン サ ４ １ が 接 続 さ れ て い る 。 こ の 潤 滑 油 圧 力 セ ン サ ４ １ は 、
潤 滑 油 の 圧 力 を 正 確 に 検 知 で き る の で あ れ ば 、 ど の よ う な セ ン サ を 用 い て も よ い 。 ま た 、
軸 受 支 持 部 Ｓ の 適 所 に は 、 負 荷 を 検 出 す る 荷 重 セ ン サ ４ ２ が 取 付 け ら れ て い る 。 こ の 荷 重
セ ン サ ４ ２ は 歪 ゲ ー ジ な ど を 用 い た 圧 力 変 動 の タ イ ミ ン グ を 検 出 で き る も の で あ れ ば よ い
。
　 そ し て 、 圧 力 セ ン サ ４ １ と 荷 重 セ ン サ ４ ２ は 、 圧 力 モ ニ タ ４ ３ に 接 続 さ れ 、 両 セ ン サ ４
１ ， ４ ２ の 検 出 値 を 継 続 的 に 取 込 む よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 圧 力 モ ニ タ ４ ３ は 、 潤 滑 油 圧 力 セ ン サ ４ １ か ら 取 込 ん だ 信 号 に 基 づ き 、 圧 力 変 動 を
図 ３ に 示 す 圧 力 波 形 の グ ラ フ や 数 字 な ど 適 当 な 表 示 方 法 で 表 示 す る 機 能 を 有 す る 。 ま た 、
圧 力 変 動 に 基 づ く 警 報 や 潤 滑 油 補 給 時 期 を 知 ら せ る 機 能 を 有 し て い る 。 こ の 圧 力 モ ニ タ ４
３ は 、 独 立 し た 単 体 の モ ニ タ で も よ く 、 各 種 計 装 装 置 に 必 要 な 機 能 を 組 込 ん だ も の で も よ
い 。
　 な お 、 ４ ４ は 軸 受 メ タ ル １ ０ ま わ り の 温 度 を 測 定 す る 温 度 セ ン サ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 潤 滑 監 視 装 置 は 、 ク ラ ン ク プ レ ス の あ ら ゆ る 場 所 の す べ り 軸 受 に 適 用 で き る 。 代
表 的 な 適 用 例 と し て は 、 ク ラ ン ク 軸 ７ の 両 端 部 の す べ り 軸 受 、 ク ラ ン ク 軸 ７ と コ ネ ク テ ィ
ン グ ロ ッ ド ８ の 連 結 部 、 コ ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ド ８ と ス ラ イ ド ４ を 連 結 す る リ ス ト ピ ン ９ な
ど を 例 示 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 つ ぎ に 、 ク ラ ン ク プ レ ス の 上 記 い ず れ か の す べ り 軸 受 に 、 図 １ の 潤 滑 監 視 装 置 を 適 用 し
た 場 合 の モ ニ タ 方 法 を 説 明 す る 。
　 図 ３ は 、 プ レ ス の 型 打 ち 時 に お け る 前 記 潤 滑 油 供 給 路 ２ ０ 内 の 圧 力 を 前 記 圧 力 セ ン サ ４
１ で 検 出 し て 圧 力 波 形 で 表 し た 図 で あ る 。 ク ラ ン ク プ レ ス が 型 打 ち を 開 始 し は じ め る と 、
型 打 ち 反 力 が す べ り 軸 受 に 作 用 し 、 潤 滑 油 は 圧 縮 を 受 け る の で 、 圧 力 上 昇 す る 。 そ し て 、
型 打 ち が 終 わ る と 潤 滑 油 に 作 用 し て い た 圧 縮 が 解 放 さ れ る の で 圧 力 低 下 す る こ と に な る 。
し た が っ て 、 （ Ａ ） 図 で 示 す よ う に 、 潤 滑 状 態 が 正 常 な と き は 、 型 打 ち 開 始 と 共 に 圧 力 波
形 Ｐ ｎ が 急 速 に 立 上 り 、 ピ ー ク に 達 し た 後 で 、 上 下 金 型 が 離 れ 始 め る と 急 速 に 下 降 し て い
く 。 そ の 波 形 は 、 ほ ぼ 左 右 対 称 の 二 等 辺 三 角 形 に 近 似 し て い る 。 こ れ に 対 し 、 （ Ｂ ） 図 に
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示 す 潤 滑 不 良 の 場 合 は 、 型 打 ち 開 始 と 共 に 圧 力 波 形 Ｐ ｊ が 立 上 る が 、 そ の 立 上 り 角 度 は 緩
く 、 か つ 高 さ も 低 く な り 、 ピ ー ク の 形 状 も 小 さ な 山 が 連 な る 複 雑 な 形 状 と な る 。
　 正 常 時 と 潤 滑 不 良 時 の 間 で 、 明 確 な 相 違 が 現 れ る の は ピ ー ク の 高 さ で あ り 、 ピ ー ク の 高
さ が 段 々 下 が っ て く る 状 態 を 把 え る と 、 潤 滑 不 良 の 予 測 が 可 能 と な る 。
　 な お 、 型 打 ち の 開 始 と 終 了 の タ イ ミ ン グ は 、 荷 重 セ ン サ ４ ２ の 検 知 信 号 と 比 較 す る こ と
で 正 確 に 認 識 す る こ と が で き る の で 、 圧 力 波 形 の 解 析 を 正 確 に 行 う こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 実 施 形 態 は 、 ク ラ ン ク プ レ ス の 一 部 の 軸 受 に 適 用 し た 例 で あ っ た が 、 前 記 以 外 の 箇
所 の す べ り 軸 受 の い ず れ に し て も 適 用 で き る 。 ま た 、 適 用 で き る プ レ ス の 種 類 に も 制 限 が
な く 、 い か な る タ イ プ の プ レ ス に も 適 用 で き る 。 さ ら に 、 本 発 明 は プ レ ス に 限 ら ず 、 あ ら
ゆ る 技 術 分 野 の す べ り 軸 受 に 対 し て 適 用 で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る す べ り 軸 受 の 潤 滑 監 視 装 置 の 概 略 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 に お け す べ り 軸 受 構 造 を 示 し 、 （ Ａ ） 図 は 斜 視 図 、 （ Ｂ ） 図 は 断 面 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） 図 は 潤 滑 正 常 時 の 潤 滑 油 圧 力 波 形 図 、 （ Ｂ ） 図 は 潤 滑 不 良 時 の 潤 滑 油 圧 力
波 形 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ク ラ ン ク プ レ ス の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の Ｖ － Ｖ 線 で 示 す コ ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ド ま わ り の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の す べ り 軸 受 構 造 を 示 す 概 略 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ ０ 　 　 軸 受 メ タ ル
　 10d 　 　 油 溝
　 ２ ０ 　 　 潤 滑 油 供 給 路
　 ２ ５ 　 　 逆 止 弁
　 ４ １ 　 　 潤 滑 油 圧 力 セ ン サ
　 ４ ２ 　 　 荷 重 セ ン サ
　 ４ ３ 　 　 圧 力 モ ニ タ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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